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H26 第１回 EXTEND2010 作用・影響評価検討部会 

14.08.05 

 資料 １－１  

 
平成 25 年度化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評価について 

 
Ⅰ．第５回文献情報に基づく影響評価(信頼性評価)の進捗状況について 
  平成 24 年度に信頼性評価の対象とした 22 物質のうち、12 物質(クレゾール、クロロ

ベンゼン、2,4-ジニトロフェノール、チオベンカルブ、1,2,3-トリクロロプロパン、4-ヒド

ロキシ安息香酸メチル、ヒドロキノン、フェノール、フルタミド、アセトアルデヒド、二

硫化炭素及びフェンバレレート)については、平成 24 年度及び平成 25 年度に信頼性評価を

実施し、結果を報告した。平成 25 年度には残りの 10 物質について信頼性評価を実施して

おり、今回は 4 物質(過塩素酸、グリホサート、ニトロベンゼン、りん酸トリクレジル)に
ついてその結果を報告する(資料１－２)。22 物質(群)の名称と主な用途を表１に示した。 

 
表１ 平成 24 年度に信頼性評価の対象とした 22 物質 

 

名称 主な用途 

信頼性評価結果について報告済みの 12 物質 

 
クレゾール 

m-クレゾール 原料(合成樹脂、医薬、農薬)、消毒剤，ワニス溶剤 1) 

o-クレゾール 原料(農薬、香料、エポキシ樹脂、半導体封止材料)、消毒剤 1) 

p-クレゾール 原料(フェノール樹脂、医薬、農薬、香料)1) 

クロロベンゼン 染料中間体、溶剤(エチルセルロース、塗料)1) 

2,4-ジニトロフェノール 染料中間体 1) 

チオベンカルブ* 農薬(除草剤)1) 

1,2,3-トリクロロプロパン 洗浄剤、可塑剤原料 1) 

4-ヒドロキシ安息香酸メチル 防カビ剤(化粧品、医薬用)1) 

ヒドロキノン 写真現像薬、ゴム薬品、染料中間体 1) 

フェノール* 原料(ビスフェノールＡ、アニリン、ベークライト等合成樹脂)、中

間体原料(医薬、染料、可塑剤中)、消毒剤 1) 

フルタミド(別名：2-メチル-N-[4-ニトロ-3-(ト

リフルオロメチル)フェニル]プロパンアミド)

医薬(抗アンドロゲン剤)1) 

アセトアルデヒド** 有機中間原料、防腐剤、溶剤、還元剤、医療用 1) 

二硫化炭素** 溶剤(ビスコースレーヨン、セロハン)、原料(殺虫剤、医薬)、ゴム

加硫促進剤、浮遊選鉱剤、重金属捕捉剤 1) 
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フェンバレレート** 農薬(殺虫剤)1) 

信頼性評価結果について今回報告する４物質 

過塩素酸** 分析用試薬、有機合成原料 1) 

グリホサート(製剤名：ラウンドアップ)** 農薬(除草剤)1) 

ニトロベンゼン** アニリン原料、中間体(染料、香料)1) 

りん酸トリクレジル** 可塑剤、難燃剤、不燃性作動液、潤滑油添加剤 2) 

信頼性評価を実施中の６物質 

エチルベンゼン** スチレンモノマー原料、有機合成原料、溶剤、ラッカーの希釈剤 1)

3,4-ジクロロアニリン** 中間体(農薬、染料)1) 

2,4-ジニトロトルエン** 有機合成薬品、トルイジン原料、染料中間体 1) 

トリクロサン** 殺虫剤、樹脂添加剤、医薬部外品添加物(殺菌消毒剤)2) 

フタル酸ジイソブチル** 可塑剤 1) 

ベノミル** 3) 農薬(殺菌剤)1) 

*公共用水域水質測定対象物質及び**要調査項目等存在状況調査測定対象物質 
1) 化学工業日報社、16112 の化学商品(2012)及びバックナンバー 
2) 製品評価技術基盤機構、化学物質情報提供システム(CHRIP)(http://www.safe.nite.go.jp/japan/db.html) 
3) ベノミルについては、カルベンダジムとして測定し、ベノミルに換算していた。 
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Ⅱ．信頼性評価を行う対象物質の選定について 
１．化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の検索方法について 

平成 24 年度と同様に実施する。ただし、日本語で書かれた文献の検索データベース

としては JDREAMII から更新された JDREAMIII を用いる。 

 
２．対象物質の選定方法について 

これまでは化学物質環境実態調査、公共用水域水質測定及び要調査項目等存在状況

調査において検出された物質(群)及び環境省において化学物質の内分泌かく乱作用に

関する動物実験を実施した物質を、化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信

頼性評価の対象物質を選定するための母集団とすることとし、信頼性評価を実施して

きた。 
しかし、平成25年度の信頼性評価においては、環境リスクが懸念される物質を一層

効率的、効果的に抽出するため、試験及び評価の枠組みにおいて、対象としている生

物種(魚類、両生類及び水生の無脊椎動物)がばく露すると考えられる水環境で検出さ

れている物質を幅広く母集団として選定していくこととし、環境省より結果が公表さ

れている下記の水環境調査において検出された物質を、母集団に加えることする。 

 
・ 農薬残留対策総合調査＊：農薬取締法(昭和２３年法律第８２号)に基づく水質汚濁

性農薬の指定並びに農薬使用基準を遵守した農薬の使用方法で農薬登録保留基準＊

*を超過する事態が生じないかの検証等に必要な基礎資料を得ること、また、農薬

の環境負荷を精緻に把握することを目的として実施。 

 

注＊http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/report2/ 
注＊* 水質汚濁に係る農薬登録保留基準：農薬の成分物質の公共用水域における

環境中予測濃度(水濁 PEC：水質汚濁の評価の観点から予測した濃度)が毒性

及び残留性の試験結果に基づき環境大臣が定める基準値に適合しない場合、

又は、魚介類における推定残留量が食品衛生法に基づく規格に適合しない場

合に登録を保留としている。

http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/kijun.html 

 
なお、今後、さらに、他の環境調査結果、PRTR による排出量等の情報、専門学会

や内外の公的機関における調査・研究結果等についても、物質選定に活用することが

考えられ、これらから、どのように母集団に加える物質を選定していくかについて、

引き続き検討を行う。 
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３．平成 25 年度の信頼性評価(信頼性評価第６回)の実施について 
１．及び２．の見直しを実施した上で、検討対象物質の抽出を行い、文献数の多か

った物質について、信頼性評価を実施することとする。 

 
(１)化学物質環境実態調査結果 

①平成 22～23 年度に化学物質環境実態調査が実施されたのべ 77 物質(群)のうち、平

成８～23 年度に実施した化学物質環境実態調査において検出された 52 物質

(群)(POPs 対象物質 10 物質(群)及び HCH 類を除く)から、現時点で使用実態が認め

られない７物質(群)１)、対象物質が特定できない４物質(群)２)及び平成 24 年度までに

信頼性評価の対象とした 10 物質(群)３)を除いた 31 物質(群)を、平成 25 年度に文献

検索を行う物質とした。 
1) ペンタクロロベンゼン、ヘキサブロモビフェニル類、ペルフルオロオクタンスルホン酸(PFOS)、テトラブ

ロモジフェニルエーテル類、ペンタブロモジフェニルエーテル類、ヘキサブロモジフェニルエーテル類及び

ヘプタブロモジフェニルエーテル類：化審法第一種特定化学物質 

2) コバルト及びその化合物(コバルトとして)、セリウム及びその化合物(セリウムとして)、トリフェニルスズ

化合物(別名：TPT)及びトリブチルスズ化合物(別名：TBT) 

3) 4-(1,1,3,3-テトラメチルブチル)フェノール(別名：4-t-オクチルフェノール)、4-ニトロトルエン、4,4'-(プロ

パン-2,2-ジイル)ジフェノール(別名：4,4'-イソプロピリデンジフェノール又はビスフェノール A)、フタル酸

n-ブチル=ベンジル、アクリルアミド、o-ジクロロベンゼン、N,N-ジメチルホルムアミド、デカブロモジフェ

ニルエーテル(別名：PBDE#209)、1,2,4,5-テトラクロロベンゼン、4-ヒドロキシ安息香酸メチル及びペルフ

ルオロオクタン酸(別名：PFOA) 

②信頼性評価第２回～第５回での文献検索により得られた報告数が９件以下であった

50 物質についても平成 25 年度に文献検索を行う物質とした。 

 
(２)公共用水域水質測定結果 

平成 12～23 年度に「環境基準項目」として公共用水域水質測定が実施された 29 項

目及び平成６～23 年度に「要監視項目」として公共用水域水質測定が実施された

28 項目ののべ 57 項目から、現時点で使用実態が認められない１物質(群)４)、対象物

質が特定できない 18 物質(群)５)、平成 24 年度までに信頼性評価の対象とした 22 物

質６)及び(１)②において文献検索を行うとした１物質７)を除いた 15 物質のうち検出

の可能性のある 14 物質を、平成 25 年度に文献検索を行う物質とした。 
4) PCB：化審法第一種特定化学物質 

5) カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸

性窒素、ふっ素、ほう素、全窒素及び全燐、全亜鉛、ニッケル、モリブデン、アンチモン、全マンガン及び

ウラン：単体と化合物の合計値のみが示されている。 

6) p-ジクロロベンゼン、ダイアジノン、フェニトロチオン、EPN、ジクロルボス、フタル酸ジエチルヘキシル、

エピクロロヒドリン、塩化ビニルモノマー、キシレン、クロロホルム、四塩化炭素、ジクロロメタン、シマ
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ジン、チウラム、チオベンカルブ、テトラクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、

トルエン、フェノール、ベンゼン及びホルムアルデヒド 

7) フェノブカルブ 

 

(３)要調査項目等存在状況調査結果 
平成 11～23 年度に「要調査項目」として水質又は底質測定が実施されたのべ 363
項目から現時点で使用実態が認められない 9 物質(群)８)、対象物質が特定できない

15 物質(群)９)、平成 24 年度までに信頼性評価の対象とした 67 物質(群)１０)及び(１)
又は(２)において文献検索を行うとした 27 物質１１)を除いた 245 物質(群)のうち、検

出された 96 物質(群)を平成 25 年度に文献検索を行う物質とした。 
8) 塩素酸(塩素酸塩)：塩素酸の分解物 

アルドリン、エンドリン、ディルドリン、2,2,2-トリクロロ-1,1-ビス(4-クロロフェニル)エタノール(別名：

ケルセン又はジコホル)、ペルフルオロオクタンスルホン酸(別名：PFOS)及びペンタクロロベンゼン：化審

法第一種特定物質 

ビンクロゾリン及びメトキシクロル：失効した殺菌剤及び殺虫剤 

9) マシン油：総濃度のみが示されている 

亜鉛及びその化合物、アンチモン、アンモニア(窒素換算)、ウラン(ウラニウム)、カドミウム、三価クロム、

ジフェニルスズ化合物、ジブチルスズ化合物、テルル及びその化合物、銅(及びその化合物)、バリウム及び

その化合物、ベリリウム及びその化合物、全マンガン(マンガン及びその化合物)及びモノフェニルスズ化合

物：単体と化合物の合計値のみが示されている。 

10) アクリルアミド、アクロレイン、アジピン酸ジ-2-エチルヘキシル(別名：アジピン酸ジエチルヘキシル)、

アセトアルデヒド、アトラジン(別名：クロロ-4-エチルアミノ-6-イソプロピルアミノ-1,3,5-トリアジン)、ア

ラクロール、エチルパラニトリロフェニルチオノベンゼンホスホネイト(別名：EPN)、エチルベンゼン、エ

ピクロロヒドリン、塩化ビニルモノマー、オクタクロロスチレン、4-t-オクチルフェノール、過塩素酸、カ

ルボフラン、グリホサート(別名：ラウンドアップ)、m-クレゾール、o-クレゾール、p-クレゾール、クロロ

ベンゼン(別名：モノクロロベンゼン)、クロロホルム、シアナジン、ジウロン、ジクロロアニリン類、2,4-

ジクロロフェノール、2,4-ジクロロフェノキシ酢酸(別名：2,4-D)、p-ジクロロベンゼン、2,4-ジニトロトル

エン、2,6-ジ-tert-ブチル-4-メチルフェノール(別名：BHT)、N,N -ジメチルホルムアミド、ダイアジノン、

チオベンカルブ、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩類(別名：LAS)、テトラブロモビスフェノール A(別名：

2,2-ビス[4-(2-ヒドロキシエトキシ)-3,5-ジブロモフェニル]プロパン)、トリクロサン、1,2,3-トリクロロプロ

パン、1,2,3-トリクロロベンゼン、1,2,4-トリクロロベンゼン、1,3,5-トリクロロベンゼン、トリフルラリン、

2,4,6-トリブロモフェノール、ナフタレン、ニトロトルエン類、ニトロベンゼン、二硫化炭素、ノニルフェ

ノール、フェナントレン、フェニトロチオン(別名：MEP)、フェノール、フェンチオン(別名：MPP)、フェ

ンバレレート、1-ブタノール、フタル酸ジエチルヘキシル、フタル酸ジシクロヘキシル、フタル酸ジイソブ

チル、フタル酸ジメチル、フタル酸ブチルベンジル、2-プロパノール、ベノミル、ペルフルオロオクタン酸

(別名：PFOA)、ペンタクロロフェノール、ホルムアルデヒド、マラチオン(別名：マラソン)、メソミル(別

名：S-メチル-N-(メチルカルバモイルオキシ)チオアセトイミダート)、N-メチルカルバミン酸 1-ナフチル(別
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名：NAC 又はカルバリル)、モリネート、リン酸トリクレシル、リン酸トリフェニル 

11) アクリル酸ブチル、アリルアルコール、9,10-アントラセンジオン(別名：アントラキノン)、イソキサチオ

ン(別名：カルホス)、イソプロチオラン、イソプロピルベンゼン(別名：クメン)、イプロベンホス(別名：IBP) 、

エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート(別名：酢酸 2-エトキシエチル又は 2-エトキシエチルア

セテート)、クロルニトロフェン、m-クロロアニリン、o-クロロアニリン、p-クロロアニリン、4-クロロフェ

ノール(別名：p-クロロフェノール)、ジイソプロピルナフタレン類、1,4-ジオキサン、1,3-ジクロロ-2-プロパ

ノール、2,6-ジニトロトルエン、ジフェニルアミン、ジベンジルエーテル、ジベンゾチオフェン、ジメチル

スルホキシド、チオファネートメチル、o-トルイジン(別名：o-メチルアニリン)、ビフェニル、フルオランテ

ン、フルトラニル及びリン酸トリブチル 

 

(４)農薬残留対策総合調査 
平成 15～23 年度に「農薬残留対策総合調査」として水質、底質及び魚類測定が実施

され、いずれかの媒体から検出された 80 物質から、平成 24 年度までに信頼性評価

の対象とした７物質(群)１２)及び(１)、(２)又は(３)において文献検索を行うとした 26
物質１３)を除いた 47 物質(群)を平成 25 年度に文献検索を行う物質とした。 

12) アトラジン、カルバリル、ジウロン、ダイアジノン、チオベンカルブ(ベンチオカルブ)、フェニトロチオ

ン(別名：MEP)及びモリネート 

13) イソプロチオラン、イプロベンホス、エスプロカルブ、カフェンストロール、ジノテフラン、ジメタメト

リン、シメトリン、ダイムロン、トリシクラゾール、ピリダフェンチオン、ピロキロン、フェノブカルブ、

フェリムゾン、フサライド、ブプロフェジン、プレチラクロール、プロピザミド、プロベナゾール、ブロモ

ブチド、ペンシクロン、ベンスルフロンメチル、ベンタゾン、メチダチオン、メチル=2-(4,6-ジメトキシ-2-

ピリミジニルオキシ)-6-[1-(メトキシイミノ)エチル]ベンゾアート(別名：ピリミノバックメチル)、メフェナ

セット及びメプロニル 

 
(５)平成 25 年度に信頼性評価の対象とする物質 

(１)～(４)において選定された 238 物質(群)について文献検索を行い、化学物質の内分

泌かく乱作用に関連しない報告を除き１件以上の報告が残った 134 物質(群)のうち、報

告数が 10件以上であった 22物質(群)を平成 25年度に信頼性評価の対象とする物質とし

た(別添１)。物質(群)の名称と主な用途を表２に示した。 
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表２ 平成 25 年度に信頼性評価の対象とする 22 物質 

 

名称 主な用途 

アクリロニトリル** 原料(合成繊維、合成ゴム、プラスチック)2) 
塩化メチル** 冷媒、有機合成原料(医薬、農薬)1) 
カルベンダジム(別名：メチル=ベン

ゾイミダゾール-2-イルカルバマー

ト) 

殺菌剤(失効農薬)、防カビ剤(ポリウレタンシーラ

ント、紙、塗料、木材)1) 

酢酸 2-エトキシエチル(別名：エチ

レングリコールモノエチルエーテ

ルアセテート) 

溶剤(塗料、インキ)1) 

1,2-ジクロロエタン* 塩ビモノマー、有機溶剤、原料(エチレンジアミ

ン、合成樹脂)1) 
ジクロロ酢酸** 有機合成原料、医薬原料 1) 
ジブロモクロロメタン** 中間体(医薬、農薬、殺菌剤、水処理剤)2) 
スピノサド*** 農薬(殺虫剤)1) 
テブコナゾール*** 農薬(殺菌剤)1) 
テブフェノジド*** 農薬(殺虫剤)1) 
トリクロロ酢酸** 医薬原料、農薬(除草剤)、除蛋白質剤 1) 
フィプロニル*** 農薬(殺虫剤)1) 
ブタクロール*** 農薬(除草剤)1) 
2-ブトキシエタノール(別名：エチレ

ングリコールモノブチルエーテ

ル)** 

溶剤(塗料、印刷インキ、染料、農薬)1) 

フルオランテン 発光素子原料 2) 
プロシミドン*** 農薬(殺虫剤)1) 
2-ブロモプロパン** 中間体(農薬、医薬)1) 
1-ブロモプロパン** 原料(医薬、農薬)1) 
1,2,5,6,9,10-ヘキサブロモシクロド

デカン類 
樹脂難燃剤 1) 

ペルフルオロドデカン酸 フッ素系界面活性剤 2) 
メチル-t-ブチルエーテル** ガソリンのオクタン価向上剤 1) 
メトラクロール*** 農薬(除草剤)1) 

*公共用水域水質測定対象物質 

**要調査項目等存在状況調査測定対象物質 

***農薬残留対策総合調査対象物質 
1) 化学工業日報社、16313 の化学商品(2013)及びバックナンバー 
2) 製品評価技術基盤機構、化学物質情報提供システム(CHRIP)(http://www.safe.nite.go.jp/japan/db.html) 
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(添付) 
１．平成 23 年度までの取組み(概要) 

 
(１)信頼性評価第 1 回について 

①平成17年度に化学物質環境実態調査が実施されたのべ83物質において以下の条件１)

に該当した 22 物質(群)のうち、平成８～17 年度に実施した化学物質環境実態調査等に

おいて検出された 15 物質を「化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評

価」(以下、「信頼性評価」という。)を行う物質として選定し、文献検索及び信頼性評

価のための作業を実施した。 
1)平成 17 年度化学物質環境実態調査の対象物質選定時に実施した文献調査において化学物質の内分泌かく乱作用

に関する影響有りとする報告が得られた物質(群)であって、これまでに環境省において化学物質の内分泌かく乱

作用に関する魚類及びほ乳類による動物試験を実施していない物質(群) 

 
②信頼性評価が終了した 10 物質のうち、７物質について内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質となり得る物質とし、３物質について現時点では試験対象物質としない物質

とした。 
 

内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質となり得る物質 

エストロン、p-ジクロロベンゼン、N,N-ジメチルホル

ムアミド、2,4,6-トリブロモフェノール、2,4-トルエ

ンジアミン、ヒドラジン、フェンチオン (７物質) 

現時点では試験対象物質とし

ない物質 

o-ジクロロベンゼン、直鎖アルキルベンゼンスルホン

酸及びその塩、トリフルラリン     (３物質) 

 
(２)信頼性評価第 2 回について 

①(１)で信頼性評価が終了していなかった 5 物質のうち、２物質２)については平成 21
年度も文献検索を行い、新たに得られた報告も加えた信頼性評価を実施することとし、

３物質３)については、使用実態が認められない物質であるため、信頼性評価を実施しな

いこととした。 
2) カルバリル(NAC)、ペルフルオロオクタン酸 

3)トキサフェン(未登録の殺虫剤、POPs)、ビンクロゾリン(失効した殺菌剤)、メトキシクロル(失効した殺虫剤) 

 
②平成 18 年度に化学物質環境実態調査が実施されたのべ 112 物質(群)のうち、平成８

～18 年度に実施した化学物質環境実態調査において検出された 47 物質群から、現時点

で使用実態が認められない物質４)、対象物質が特定できない物質５)及び ExTEND2005
において平成 20 年度までに信頼性評価の対象とした物質６)を除いた 35 物質を、化学物

質の内分泌かく乱作用に関連する報告の文献検索を行う物質とした。 
4)化審法第一種特定化学物質、失効した農薬 
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5)「金属及びその化合物」など CAS 番号が特定できない物質 

6)エストロン、カルバリル(NAC)、o-ジクロロベンゼン、p-ジクロロベンゼン、N,N-ジメチルホルムアミド、直鎖

アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩、トキサフェン、トリフルラリン、2,4,6-トリブロモフェノール、2,4-

トルエンジアミン、ヒドラジン、ビンクロゾリン、フェンチオン、ペルフルオロオクタン酸、メトキシクロル 

 
③検索を行った 35 物質から、検索により選抜された報告のうち、化学物質の内分泌か

く乱作用に関連しない報告７)を除き 1 件以上の報告が残った 26 物質のうち、報告数が

10 件を超えた 15 物質を平成 21 年度において信頼性評価を行う物質とした。 
7)体内濃度または環境中濃度の測定結果のみの報告、総説、環境中での分解性に関する報告、名称が類似した別物

質に関する報告、用途のみの報告、当該物質を被験物質としてではなく溶媒等として使用した報告、急性毒性に

関する報告 

 
④「化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評価の進め方」に従って、(２)
①の 2 物質及び③の 15 物質の合計 17 物質について、信頼性評価を行った。 
 

⑤信頼性評価が終了した 17 物質のうち、11 物質について内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質となり得る物質とし、６物質について現時点では試験対象物質としない物質

とした。 
 
内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質となり得る物質 

カルバリル(NAC)、カルボフラン、シアナジン、ジウ

ロン、ジクロルボス、ジクロロブロモメタン、ダイア

ジノン、フェニトイン、フェニトロチオン、フェノバ

ルビタール、ペルフルオロオクタン酸 (11 物質) 

現時点では試験対象物質とし

ない物質 

アジピン酸、フェナントレン、1-ブタノール、ベンジ

ルアルコール、メタクリル酸メチル、EPN (６物質) 

 
(３)信頼性評価第３回について 

①平成 18 年度に化学物質環境実態調査が実施されたのべ 112 物質(群)のうち、平成８

～18 年度に実施した化学物質環境実態調査において検出された 47 物質群から、現時点

で使用実態が認められない物質、対象物質が特定できない物質及び ExTEND2005 にお

いて平成 20 年度までに信頼性評価の対象とした物質を除くと、35 物質あった。このう

ち、平成 21 年度に「化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評価」(以下、

「信頼性評価」という。)を実施した 15 物質を除いた 20 物質を、平成 22 年度に文献

検索を行う物質とした。 

 
②平成 19 年度に化学物質環境実態調査が実施されたのべ 69 物質(群)のうち、平成８～

19 年度に実施した化学物質環境実態調査において検出された 34 物質群(当時の POPs
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及び HCH 類を除く)から、現時点で使用実態が認められない 1 物質８)、対象物質が特定

できない 2 物質９)及び平成 21 年度までに信頼性評価の対象とした 3 物質１０)を除いた

28 物質を、平成 22 年度に文献検索を行う物質とした。 
8)ペンタクロロベンゼン：2010 年 4 月 1 日に化審法第一種特定化学物質に指定 

9)バナジウム及びその化合物：単体と化合物の合計値のみが示されている。 

水素化テルフェニル：同族体ごとに測定されている。 

10)フェナントレン、フェンチオン及びベンジルアルコール 

 
③(３)①及び②において選定された 48 物質について検索を行い、化学物質の内分泌か

く乱作用に関連しない報告７)を除き 1 件以上の報告が残った 35 物質のうち、報告数が

10 件を超えた 13 物質を平成 22 年度において信頼性評価を行う物質とした。 

 
④「化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評価の進め方」に従って、(３)
③の 13 物質について、信頼性評価を行った。 
 

⑤信頼性評価が終了した 13 物質のうち、７物質について内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質となり得る物質とし、６物質について現時点では試験対象物質としない物質

とした。 
 
内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質となり得る物質 

アクリルアミド、アラクロール、2,4-ジクロロフェノ

キシ酢酸、テトラブロモビスフェノール A、ナフタレ

ン、モリネート、りん酸トリフェニル(７物質) 

現時点では試験対象物質とし

ない物質 

アクリル酸、ジノカップ、テトラクロロベンゼン、ト

リクロロベンゼン、フタル酸ジメチル、メルカプト酢

酸(６物質) 
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(４)信頼性評価第４回について 
①平成 20 年度に化学物質環境実態調査が実施されたのべ 76 物質(群)のうち、平成８

～20 年度に実施した化学物質環境実態調査において検出された 45 物質群(当時の

POPs 及び HCH 類を除く)から、現時点で使用実態が認められない 12 物質１)、対象物

質が特定できない１物質２)及び平成 22 年度までに信頼性評価の対象とした２物質３)を

除いた 30 物質を、平成 23 年度に文献検索を行う物質とした。 
1)6-tert-ブチル-3-メチルチオ-1,2,4-トリアジン-5(4H)-オン(別名：メトリブジン-デスアミノ)及び 6-tert-ブチ

ル-1,2,4-トリアジン-3,5(2H,4H)-ジオン(別名：メトリブジン-デスアミノ-ジケト)：分解物 

クロルデコン、2,2,2-トリクロロ-1,1-ビス(4-クロロフェニル)エタノール(別名：ケルセン又はジコホル)、

2,4,6-トリ-tert-ブチルフェノール、テトラブロモジフェニルエーテル類、ペンタブロモジフェニルエーテル類、

ヘキサブロモジフェニルエーテル類、ヘプタブロモジフェニルエーテル類、ヘキサクロロブタ-1,3-ジエン、

2-(2H-1,2,3-ベンゾトリアゾール-2-イル) -4,6-ジ-tert-ブチルフェノール及びポリ塩化ナフタレン類：化審法第

一種特定化学物質 

2)ジオクチルスズ化合物：単体と化合物の合計値のみが示されている。 

3)フタル酸ジ-n-ブチル及び N-メチルカルバミン酸 1-ナフチル(別名：NAC 又はカルバリル) 

 
②信頼性評価第２回～第３回での文献検索により得られた報告数が９件以下であった 

33 物質についても平成 23 年度に文献検索を行う物質とした。 

 
③平成 12～21 年度に「環境基準項目」として公共用水域水質測定が実施された 29 項

目及び平成６～21 年度に「要監視項目」として公共用水域水質測定が実施された 28
項目の合計 57 項目から、現時点で使用実態が認められない１物質４)、対象物質が特定

できない 19 項目５)、平成 22 年度までに信頼性評価の対象とした６物質６)及び(４)②に

おいて文献検索を行うとした１物質７)を除いた 30 物質を、平成 23 年度に文献検索を

行う物質とした。 
4)ＰＣＢ：化審法第一種特定化学物質 

5)カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性

窒素、ふっ素、ほう素、全窒素及び全燐、全亜鉛、オキシン銅(有機銅)、ニッケル、モリブデン、アンチモン、

全マンガン及びウラン：単体と化合物の合計値のみが示されている。 

6)p-ジクロロベンゼン、ダイアジノン、フェニトロチオン、ＥＰＮ、ジクロルボス及びフタル酸ジエチルヘキ

シル 

７)フェノブカルブ 

 
④(４)①、②及び③において選定された 93 物質について検索を行い、化学物質の内分

泌かく乱作用に関連しない報告を除き 1 件以上の報告が残った 72 物質のうち、報告

数が10件以上であった23物質を平成23年度において信頼性評価を行う物質とした。

23 物質の名称と主な用途を表 1 に示した。 
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⑤「化学物質の内分泌かく乱作用に関連する報告の信頼性評価の進め方」に従って、

化学物質環境実態調査において検出された 23 物質について、信頼性評価を行った。そ

の結果として、13 物質について内分泌かく乱作用に関する試験対象物質となり得る物

質とし、10 物質について現時点では試験対象物質としない物質とした。 

 

内分泌かく乱作用に関する試

験対象物質となり得る物質 

アトラジン、2,6-ジ-tert-ブチル-4-メチルフェノール、

1-ナフトール、4-tert-ペンチルフェノール、メソミル、

エピクロロヒドリン、キシレン、シマジン、チウラム、

デカブロモジフェニルエーテル、トリクロロエチレ

ン、トルエン、ベンゼン(13 物質) 

現時点では試験対象物質とし

ない物質 

アクロレイン、ジエチレングリコール、2-プロパノー

ル、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、四塩化炭素、

ジクロロメタン、テトラクロロエチレン、1,1,1-トリ

クロロエタン、ホルムアルデヒド(10 物質) 

 
 

表 1 平成 23 年度に信頼性評価の対象とする物質(信頼性評価第４回) 
(名称五十音順) 

名称 主な用途 

信頼性評価結果について平成 24 年度に報告した８物質 
アクロレイン 医薬品(メチオニンなど)、繊維処理剤、アリルアルコール、グリセ

リン、グルタルアルデヒド、1,2,6-ヘキサントルオール及び架橋結

合剤の原料。コロイド状オスミウム、ロジウム、ルテニウムの製造、

溶剤等 

アトラジン(別名：2-クロロ-4-エチル

アミノ-6-イソプロピルアミノ-1,3,5-

トリアジン) 

農薬(除草剤) 

ジエチレングリコール プラスチック用(アルキド、ポリエステル、ポリウレタン)、印刷イ

ンキ、ソルブルオイル、繊維用接着剤、ブレーキ油、可塑剤、ユデ

ックス抽出用溶剤、ガス脱水用、セロハンの柔軟剤、セメント混和

剤等 

2,6-ジ-tert-ブチル-4-メチルフェノー

ル(別名：BHT) 

酸化防止剤及びプラスチックの劣化防止剤等 

1-ナフトール 染料の原料 

2-プロパノール(別名：イソプロピル 合成アセトンの中間原料。溶剤、ニトロセルロースラッカー溶剤、
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アルコール) 印刷インキ用抽出溶剤、脱水剤、ヘアトニックローション配合剤、

製薬用、消毒用、航空機用の凍結防止、ラジエーター冷却水の氷結

防止、ブレーキ油調合剤、合成原料等 

4-tert-ペンチルフェノール 精密化学品(染料中間物・ゴム薬品・界面活性剤他)の原料、写真感

光材料の原料 

メソミル(別名：S-メチル-N-(メチル

カルバモイルオキシ)チオアセトイミ

ダート) 

農薬(殺虫剤) 

信頼性評価結果について平成 25 年度に報告した 15 物質 

デカブロモジフェニルエーテル

(PBDE#209) 

プラスチック製品等の難燃剤 

クロロホルム* 溶媒、溶剤 

シマジン* 農薬(除草剤) 

チウラム* 農薬(殺菌剤)、ゴムの加硫促進剤等 

テトラクロロエチレン* 機械金属部品・電子部品の脱脂、ドライクリーニング用洗剤等 

1,1,1-トリクロロエタン* 機械金属部品・電子部品の脱脂、ドライクリーニング用洗剤等 

モントリオール議定書付属書 の規制物質で、1996 年以降エッセン

シャルユースを除き生産及び消費が全廃されている。 

トリクロロエチレン* 粘着剤、溶剤等 

エピクロロヒドリン* エポキシ樹脂、接着剤、塗料、医療用グリセリン、合成ゴム、繊維

や紙の表面改質等 

塩化ビニルモノマー* ポリ塩化ビニルの原料 

キシレン* 溶媒 

四塩化炭素* 機械器具用洗剤、殺虫剤、ドライクリーニング用洗剤、フロンガス

製造、化学工業原料等 

モントリオール議定書付属書 の規制物質で、1996 年以降試薬とし

ての使用を除き生産及び消費が全廃されている。 

ジクロロメタン* プリント基板洗浄、金属脱脂洗浄、冷媒、ラッカー等 

トルエン* 溶媒 

ベンゼン* 染料、溶剤、合成ゴム、合成皮革、合成顔料等 

ホルムアルデヒド* 溶媒、樹脂原料、接着剤、塗料、防腐剤 

*公共用水域水質測定対象物質 
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（別添１） 
検出状況及び関連文献数 
平成 21 年度諸調査の検出物質（群）については平成 24 年 8 月 7 日に検索実施。 
平成 11～20 年度要調査項目の検出物質（群）については平成 24 年 9 月 27～28 日に検索実施。 
昨年度検索にて関連文献数 10 未満の物質（群）については平成 24 年 8 月 22 日に再検索実施。 

区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

13311-84-
7 

2-メチル

-N-[4-ニ
トロ-3-(ト
リフルオ

ロメチル)
フェニル]
プロパン

アミド（別

名：フルタ

ミド） 

医薬（抗

アンド

ロゲン

剤）1) 

 

1/27 
0.0026～
0.0056 

   

830 
 

この内、抗

アンドロゲ

ン作用以外

の影響に関

すると思わ

れるもの

35 

H21 要調

査項目 

7601-90-3 過塩素酸 分析用

試薬、有

機合成

原料 1) 

平成 22 年

（2010 年）推

定製造量

1,400t（ナトリ

ウム塩）、500t
（アンモニウ

ム塩）1) 

検出地点

あり 
   85 

H18 要調

査項目 

51630-58-
1 

フェンバ

レレート 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 21（2009）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

10,440、合計

10,440 
農薬年度：製造

66.8t（原体）、

輸出 5.8t（原

体）、9.0t（製剤）
3) 

検出地点

あり 
   52 

H15 要調

査項目 

1071-83-6 グリホサ

ート（製剤

名：ラウン

ドアップ）

農薬（除

草剤）1) 
平成 22（2010）
農薬年度：製造

4.8t（原体）、

4,091.7t（41%
液剤）、1,974.9t
（0.4%液剤）、

2,016.9t（スプ

レー液剤）、輸

入 889.0t（原

体）、3,537.3t
（製剤）3) 

検出地点

あり 
   44 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H15 要調

査項目 

3380-34-5 トリクロ

サン 
殺虫剤、

樹脂添

加剤、医

薬部外

品添加

物（殺菌

消毒剤）
4) 

 

検出地点

あり 
検出地点

あり 
  40 

H14 要調

査項目 

75-15-0 二硫化炭

素 
溶剤（ビ

スコー

スレー

ヨン、セ

ロハ

ン）、原

料（殺虫

剤、医

薬）、ゴ

ム加硫

促進剤、

浮遊選

鉱剤、重

金属捕

捉剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

4,202,746（大

気 4,137,776、
公共用水域

64,970、土壌 0、
埋立 0）、推計

排出量 638、合

計 4,203,384 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

35,450t 

 
検出地点

あり 
  28 

H14 要調

査項目 

78-30-8 りん酸ト

リクレジ

ル 

可塑剤、

難燃剤、

不燃性

作動液、

潤滑油

添加剤 4) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（りん酸

トリトリルと

して kg/年）届

出排出量 211
（大気 210、公

共用水域、土壌

0、埋立 0）、推

計排出量 3、合

計 214 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

2,548t 

 
検出地点

あり 
  27 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H14 要調

査項目 

75-07-0 アセトア

ルデヒド 
有機中

間原料、

防腐剤、

溶剤、還

元剤、医

療用 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

113,360（大気

62,910、公共用

水域 50,450、土
壌 0、埋立 0）、

推計排出量

2,970,261、合

計 3,083,621 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

222,225t 

 
検出地点

あり 
  25 

H20 要調

査項目 

17804-35-
2 

ベノミル 農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

110,970、合計

110,970 
平成 22（2010）
農薬年度：製造

179.4t（水和

剤）、輸入 94.2t
（原体）、108.0t
（ODS 製剤）、

12.0t（SCS 製

剤）、輸出 43.2t
（原体）3) 

検出地点

あり 
   24 

 

10605-21-
7 

カルベン

ダジム（別

名：MBC）

農薬（殺

菌剤（現

在は失

効）、（ポ

リウレ

タンシ

ーラン

ト、紙、

塗料、木

材用の）

防カビ

剤 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 100
～1,000t 未満 検出地点

あり 
   48 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

108-39-4 m-クレゾ

ール 
原料（合

成樹脂、

医薬、農

薬）、消

毒剤、ワ

ニス溶

剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（クレゾ

ールとして kg/
年）届出排出量

36,169（大気

30,353、公共用

水域 5,816、土

壌 0、埋立 0）、

推計排出量

3,289、合計

39,458 

   
18/20 

8.7～44 
クレゾール

として 22

H21 黒本 

95-48-7 o-クレゾ

ール 
原料（農

薬、香

料、エポ

キシ樹

脂、半導

体封止

材料）、

消毒剤 1) 

同上 

   
17/20 

12～74 同上 

H21 黒本 

106-44-5 p-クレゾ

ール 
原料（フ

ェノー

ル樹脂、

医薬、農

薬、香

料）1) 

同上 

   
19/20 

7.7～67 同上 

H21 黒本 

123-31-9 ヒドロキ

ノン 
写真現

像薬、ゴ

ム薬品、

染料中

間体 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

3,043（大気 91、
公共用水域

2,952、土壌 0、
埋立 0）、推計

排出量

107,740、合計

110,783 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

13,586t 

23/23 
0.0035～

0.075 
   18 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H18 要調

査項目 

95-76-1 3,4-ジク

ロロアニ

リン 

中間体

（農薬、

染料）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（ジクロ

ロアニリンと

して kg/年）届

出排出量 0、推

計排出量-、合計

0 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 10
～100t 未満 

検出地点

あり 
   17 

要監視項目

（水生生物

保全に係わ

る） 

108-95-2 フェノー

ル 
原料（ビ

スフェ

ノール

Ａ、アニ

リン、ベ

ークラ

イト等

合成樹

脂）、中

間体原

料（医

薬、染

料、可塑

剤中）、

消毒剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

392,778（大気

382,731、公共

用水域 10,047、
土壌0、埋立0）、
推計排出量

75,727、合計

468,505 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

895,332t 

H16～H21
生物特 A
指針値超

過地点あ

り 

   13 

H14 要調

査項目 

100-41-4 エチルベ

ンゼン 
スチレ

ンモノ

マー原

料、有機

合成原

料、溶

剤、ラッ

カーの

希釈剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

14,383,978（大

気 14,381,29、
公共用水域

2,672、土壌 11、
埋立 0）、推計

排出量

17,169,748、合

計 31,553,726 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

1,814,140t 

 
検出地点

あり 
  12 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H18 要調

査項目 

98-95-3 ニトロベ

ンゼン 
アニリ

ン原料、

中間体

（染料、

香料）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

2,004（大気

1,345、公共用

水域 659、土壌

0、埋立 0）、推

計排出量 0、合

計 2,004 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

169t 

検出地点

あり 
   12 

H20 黒本 
H21 黒本 

99-76-3 4-ヒドロ

キシ安息

香酸メチ

ル 

防カビ

剤（化粧

品、医薬

用）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 10
（大気 0、公共

用水域 10、土壌

0、埋立 0）、推

計排出量-、合計

10 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

1,000～
10,000t 未満 

H20 
1/3 

0.003 
  

H21 
0/6 
－ 

12 

H14 要調

査項目 

84-69-5 フタル酸

ジイソブ

チル 

可塑剤 1) 平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 100
～1,000t 未満 

検出地点

あり 
検出地点

あり 
  12 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

108-90-7 クロロベ

ンゼン 
染料中

間体、溶

剤（エチ

ルセル

ロース、

塗料）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

257,263（大気

255,809、公共

用水域 1,454、
土壌0、埋立0）、
推計排出量

101,225 総計

358,488 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

6,134t 

  

貝魚 3/13 
貝魚

0.000056
～0.0010 

 11 

H21 黒本 

96-18-4 1,2,3-トリ

クロロプ

ロパン 

洗浄剤、

可塑剤

原料 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 238
（大気 238、公

共用水域 0、土

壌 0、埋立 0）、

推計排出量-、合
計 238 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

458t 

   
20/20 

1.5～150 11 

H14 要調

査項目 

121-14-2 2,4-ジニ

トロトル

エン 

有機合

成薬品、

トルイ

ジン原

料、染料

中間体 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（ジニト

ロトルエンと

して kg/年）届

出排出量 536
（大気 106、公

共用水域 430、
土壌0、埋立0）、
推計排出量

21,860、合計

22,396 

 
検出地点

あり 
  10 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

51-28-5 2,4-ジニ

トロフェ

ノール 

染料中

間体 4) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 56
（大気 0、公共

用水域 56、土壌

0、埋立 0）、推

計排出量-、合計

56 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

920t 

28/28 
0.0010～

0.23 
 

貝魚 2/13 
貝魚

0.00011～
0.00015 

 10 

環境基準項

目（人の健

康の保護に

係わる） 
 
 
 

H21 要調

査項目 

28249-77-
6 

チオベン

カルブ 
農薬（除

草剤）1) 
平成 21（2009）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

2,573（大気 0、
公共用水域

2,573、土壌 0、
埋立 0）、推計

排出量

130,618、合計

133,191 

H12～H21
基準値超

過検体な

しだが、検

出検体有

の可能性

あり 
 

検出地点

あり 

   10 

H14 要調

査項目 

111-76-2 エチレン

グリコー

ルモノブ

チルエー

テル 

溶剤（塗

料、印刷

インキ、

染料、農

薬）1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

10,000～
100,000t 未満 

 
検出地点

あり 
  9 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H19 要調

査項目 

60-00-4 エチレン

ジアミン

四酢酸 

キレー

ト化剤、

繊維処

理助剤、

重金属

の定量

分析 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

2,194、推計排

出量 53,395、合
計 55,589 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

2,503t 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 100
～1,000t 未満 

検出地点

あり 
   8 

環境基準項

目（人の健

康の保護に

係わる） 

107-06-2 1,2-ジク

ロロエタ

ン 

塩ビモ

ノマー、

有機溶

剤、原料

（エチ

レンジ

アミン、

合成樹

脂）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

271,996、推計

排出量 2,358、
合計 274,354 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

418,264t 

H12～H21
基準値超

過検体あ

り 

   8 

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

1836-77-7 クロルニ

トロフェ

ン 

農薬（除

草剤、現

在は（販

売禁止）
4) 

 H6～H21
指針値超

過地点な

しだが、検

出地点有

の可能性

あり 

   7 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

環境基準項

目（人の健

康の保護に

係わる） 

542-75-6 1,3-ジク

ロロプロ

ペン 

農薬（殺

線虫剤）
1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

5,138、推計排

出量

8,853,541、合

計 8,858,679 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

6,241t 

H12～H21
基準値超

過検体あ

り 

   7 

H19 黒本 

23564-05-
8 

ジメチル

=4,4'-(o-フ
ェニレン)
ビス(3-チ
オアロフ

ァナート)
（別名：チ

オファネ

ートメチ

ル） 

農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

397,482、合計

397,482 
 

1/9 
0.00090 

   7 

H20 黒本 

21087-64-
9 

4-アミノ

-6-tert-ブ
チル-3-メ
チルチオ

-1,2,4-ト
リアジン

-5(4H)-オ
ン（別名：

メトリブ

ジン） 

農薬（除

草剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

25,223、合計

25,223 

夏 7/20 
秋 0/33 

夏 0.0015
～0.0044

秋－ 

夏 0/20 
秋 0/26 
夏－ 
秋－ 

 
0/20 
－ 6 

H15 要調

査項目 

129-00-0 ピレン 非意図

的生成

物 4) 

 
検出地点

あり 
   6 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H18 要調

査項目 

141-43-5 2-アミノ

エタノー

ル、モノエ

タノール

アミン 

ガス吸

収剤、原

料（医

薬、洗

剤）、エ

チレン

イミン

原料 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

80,992、推計排

出量

2,906,083、合

計 2,987,075 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

10,000～
100,000t 未満 

検出地点

あり 
   5 

H20 黒本 

123-30-8 p-アミノ

フェノー

ル 

硫化染

料中間

体、ゴム

老化防

止剤、写

真現像

薬原料 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 1、
推計排出量 2、
合計 3 
（2007）年度化

学物質の製

造・輸入量に関

する実態調査

確報値（アミノ

フェノールと

して）100～
1,000t 未満 

1/3 
0.010～
0.014 

   5 

H14 要調

査項目 

108-42-9 m-クロロ

アニリン 
染料中

間体 1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（クロロ

アニリンとし

て kg/年）届出

排出量 497、推

計排出量 24、合
計 521 

 
検出地点

あり 
  

クロロアニ

リンとして

5 

H17 要調

査項目 

95-51-2 o-クロロ

アニリン 
中間原

料（医

薬、農

薬）、樹

脂架橋

剤 1) 

同上 

検出地点

あり 
   同上 

H19 要調

査項目 

106-47-8 p-クロロ

アニリン 
染料中

間体、医

薬原料、

農薬原

料、樹脂

架橋剤 1) 

同上 

検出地点

あり 
   同上 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H20 黒本 

106-48-9 4-クロロ

フェノー

ル 

染料中

間物、殺

菌剤、化

粧品原

料 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 16、
推計排出量-、合
計 16 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

336t 

2/34 
0.0017～
0.0027 

   5 

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

78-87-5 1,2-ジク

ロロプロ

パン 

農薬（殺

虫剤）、

溶剤（合

成樹脂

用）、く

ん蒸剤 2) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

70,109、推計排

出量 76,822、合
計 146,930 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

1,929t 

H6～H21
指針値超

過地点な

しだが、検

出地点有

の可能性

あり 

   5 

H20 黒本 
534-52-1 4,6-ジニ

トロ-o-ク
レゾール 

有機合

成原料 1) 
 7/7 

0.0037～
0.069 

   5 

H20 黒本 

132-65-0 ジベンゾ

チオフェ

ン 

医薬中

間体 1) 
 

13/48 
0.00058～

0.0039 

61/64 
0.00016～

0.079 

貝 6/7 
魚 11/17 
鳥 0/2 
貝

0.000098
～0.0013 

魚

0.000084
～0.00086 

鳥－ 

 5 

H18 要調

査項目 

86-73-7 フルオレ

ン 
中間体

（医薬、

染料）1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 10
～100t 未満 

検出地点

あり 
   5 

H15 要調

査項目 

25057-89-
0 

ベンタゾ

ン 
農薬（除

草剤、現

在は失

効）5) 

 
検出地点

あり 
   5 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H14 要調

査項目 

115-96-8 りん酸ト

リス（2-
クロロエ

チル） 

可塑剤、

難燃剤、

硬質ウ

レタン

フォー

ム添加

剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

350、推計排出

量-、合計 350 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

144t 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

1,000～
10,000t 未満 

検出地点

あり 
検出地点

あり 
  5 

H18 黒本 

834-12-8 2-エチル

アミノ-4-
イソプロ

ピルアミ

ノ-6-メチ

ルチオ

-1,3,5-ト
リアジン

（別名：ア

メトリン）

農薬（除

草剤、現

在は失

効）5) 

 

nd～5.1 
1/11 

   4 

H20 黒本 

101-77-9 4,4'-ジア

ミノジフ

ェニルメ

タン 

エポキ

シ樹脂

硬化剤、

染料中

間体 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 14、
推計排出量

1,456、合計

1,471 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

1,121t 

11/28 
0.0011～

0.016 
   4 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

環境基準項

目（人の健

康の保護に

係わる） 

123-91-1 1,4-ジオ

キサン 
洗浄剤、

合成皮

革溶剤、

反応用

の溶剤、

塩素系

溶剤安

定剤、医

薬原料 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

106,089、推計

排出量

195,060、合計

301,149 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

5,313t 

H6～H21
指針値超

過地点あ

り 

   4 

H18 黒本 

108-94-1 シクロヘ

キサノン 
溶剤、カ

プロラ

クタム

原料 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

10,000～
100,000t 未満 

nd～500 
1/5 

nd 
0/5 

  4 

環境基準項

目（人の健

康の保護に

係わる） 

75-35-4 1,1-ジク

ロロエチ

レン 

包装フ

ィルム、

紙やプ

ラスチ

ックフ

ィルム

類のコ

ーティ

ング剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

116,341、推計

排出量-、合計

116,341 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

3,124t 

H12～H21
基準値超

過検体な

しだが、検

出検体有

の可能性

あり 

   4 

H18 黒本 

1194-65-6 2,6-ジク

ロロベン

ゾニトリ

ル（別名：

ジクロベ

ニル又は

DBN） 

農薬（除

草剤）、

染料中

間体 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 34、
推計排出量

167,248、合計

167,282 
平成 20（2008）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

212t 

   
0.10～
0.76 
7/7 

4 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H20 黒本 

606-20-2 2,6-ジニ

トロトル

エン 

合成原

料（2,4-
トルエ

ンジア

ミン、染

料、火

薬）2) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

536、推計排出

量 21,860、合計

22,396 

 
H20 
0/15 
－ 

 
H14 
1/6 

5.3～14 
4 

H21 黒本 

95-63-6 1,2,4-トリ

メチルベ

ンゼン 

原料（ト

リメリ

ット酸、

ピロメ

リット

酸、ビタ

ミンＥ

原）、中

間体（医

薬、染

料、顔

料）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

2,411,645、推

計排出量

122,164、合計

2,533,809 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

1598,908t 

1/30 
0.032    

トリメチル

ベンゼンと

して 4 

H21 黒本 

108-67-8 1,3,5-トリ

メチルベ

ンゼン 

中間体

（染料、

顔料、医

薬、抗酸

化剤）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

1,246,924、推

計排出量

2,755,811、合

計 4,002,735 

H21 
0/30 
－ 

  
H10 

13/13 
90～3,200

同上 

H21 要調

査項目 

57018-04-
9 

トルクロ

ホスメチ

ル 

農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
農薬年度：製造

255.4t（原体）、

45.9kL（75%水

和剤）、56.0kL
（50%水和

剤）、338.3t（粒

剤）、輸出

100.1t（原体）、

121.3t（製剤）
3) 

検出地点

あり 
   4 

H20 黒本 

106-41-2 p-ブロモ

フェノー

ル 

殺菌剤 1) 平成 20（2008）
年度化審法監

視化学物質届

出結果公表値

なし（100t 未
満） 

2/34 
0.0020～
0.0029 

   4 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H20 黒本 

141-32-2 アクリル

酸-n-ブチ

ル 

アクリ

ル繊維、

繊維加

工、塗

料、紙加

工、接着

剤、皮革

加工、ア

クリル

ゴム 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

36,447、推計排

出量-、合計

36,447 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

132,322t 

   1/20 
78 3 

H18 要調

査項目 

83-32-9 アセナフ

テン（別

名：1,2-ジ
ヒドロア

セナフタ

レン） 

中間体

（農薬、

染料）、

合成樹

脂原料 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

21,526、推計排

出量-、合計

21,526 

検出地点

あり 
   3 

H15 要調

査項目 

25311-71-
1 

イソフェ

ンフォス 
農薬（殺

虫剤、現

在は失

効）5) 

 
検出地点

あり 
   3 

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

26087-47-
8 

イプロベ

ンホス 
農薬（殺

菌剤）2) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

28,135、合計

28,135 

H6～H21
指針値超

過地点あ

り 

   3 

H16 要調

査項目 

17109-49-
8 

エディフ

ェンホス 
農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量-、推
計排出量

1,451、合計

1,451 

検出地点

あり 
   3 

H21 黒本 

32536-52-
0 

オクタブ

ロモジフ

ェニルエ

ーテル類 

（ポリ

臭素化

ジフェ

ニルエ

ーテル

類とし

て）プラ

スチッ

ク製品

等の難

燃剤 6) 

 

37/49 
0.0000008

～

0.000056

63/64 
0.0000005
～0.11 

 

温 23/37 
寒 26/37 
温 0.0001
～0.0016
寒 0.0002
～0.0071

3 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H18 要調

査項目 

96-23-1 1,3-ジク

ロロ-2-プ
ロパノー

ル 

セルロ

ース系

材料架

橋剤、合

成樹脂

溶剤、有

機合成

中間体 1) 

平成 21（2009）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

20,990、推計排

出量 181,932、
合計 202,922 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

205t 

検出地点

あり 
   3 

H14 要調

査項目 

67-68-5 ジメチル

スルホキ

シド 

アクリ

ル繊維

の紡糸

液、各種

溶剤、有

機合成

原料 1) 

 

 
検出地点

あり 
  3 

H18 黒本 

109-99-9 テトラヒ

ドロフラ

ン 

合成樹

脂、塗

料、接着

剤溶剤、

医薬、農

薬製造

反応溶

媒 1) 

平成 18 年

（2006 年）国

内需要約

60,000t（輸入

4,521t）、輸出

5,927t1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

10,000～
100,000t 未満 

   
nd～260

3/7 
3 

H19 要調

査項目 

139-13-9 ニトリロ

三酢酸 
キレー

ト化剤 1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 47、
推計排出量-、合
計 47 
平成 19（2007）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

125t 

検出地点

あり 
   3 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

63936-56-
1 

ノナブロ

モジフェ

ニルエー

テル類 

（ポリ

臭素化

ジフェ

ニルエ

ーテル

類とし

て）プラ

スチッ

ク製品

等の難

燃剤 6) 

 

32/49 
0.000032
～0.00050

64/64 
0.000004
～0.23 

 

温 22/37 
寒 27/37 
温 0.0006
～0.0030
寒 0.0006
～0.0039

3 

H14 要調

査項目 

71888-89-
6 

フタル酸

ジイソへ

プチル 

可塑剤 1)  
検出地点

あり 
   3 

H19 黒本 

87-82-1 ヘキサブ

ロモベン

ゼン 

熱可塑

性樹脂、

熱硬化

性樹脂、

合成繊

維及び

合成ゴ

ム製品

の難燃

剤 1) 

 

0/48 
－ 

21/64 
0.0011～

0.015 

貝 0/7 
魚 6/16 
鳥 1/2 
貝－ 

魚 0.0001
～0.0002 
鳥 0.0001
～0.0002 

 3 

H18 黒本 
 

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

3766-81-2 N-メチル

カルバミ

ン酸

2-sec-ブチ

ルフェニ

ル（別名：

フェノブ

カルブ又

はBPMC）

農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

102,034、合計

102,034 

H18 
0.2～5.1 

10/10 
 

H6～H21
指針値超

過地点な

しだが、検

出地点有

の可能性

あり 

   3 

H20 要調

査項目 

62-53-3 アニリン 中間体

（医薬、

染料）、

香料、試

薬 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

10,715、推計排

出量 1,035、合

計 11,749 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

294,943t 

検出地点

あり 
   2 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

95-55-6 o-アミノ

フェノー

ル 

アゾ系

媒染染

料、写真

薬原料 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査（アミノフ

ェノールとし

て）100～
1,000t 未満 

8/11 
0.0050～

0.022 
   2 

H20 黒本 

78-83-1 イソブチ

ルアルコ

ール 

有機合

成溶剤、

ペイン

ト除去

剤、メタ

クリル

酸イソ

ブチル

原料 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値（ブ

チルアルコー

ルとして）

100,000～
1,000,000t 未
満 

   
11/21 

170～900 2 

H18 黒本 

598-78-7 2-クロロ

プロピオ

ン酸 

合成原

料（医薬

品、農

薬）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量-、合
計 0 
平成 17 年

（2005 年）製

造 400t1) 

nd 
0/5   

nd～1.4 
4/5 

2 

H19 黒本 
H21 黒本 

38640-62-
9 

ジイソプ

ロピルナ

フタレン

類 

熱媒体 1) 平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

186t 

H19 
6/18 

0.0015～
0.0044 

H21 
23/28 

0.00094～
0.23 

H21 
貝魚 13/14 

貝魚

0.00049～
0.011 

H21 
20/20 

0.67～22
2 

H19 黒本 

122-39-4 ジフェニ

ルアミン 
合成原

料（染

料、医薬

品）、安

定剤（火

薬、塩素

系溶剤

用）、有

機ゴム

薬品 2) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

141、推計排出

量 72、合計 212
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

1,356t 

0.011～
0.026 
8/19 

   2 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H20 黒本 

88-72-2 o-ニトロ

トルエン 
染料中

間物（ト

ルイジ

ン、フク

シン）、

有機合

成 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 55、
推計排出量-、合
計 55 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

1,891t 

   
1/8 

23～31 2 

H21 黒本 

75-52-5 ニトロメ

タン 
溶剤、界

面活性

剤、医薬

中間体 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

1,655、推計排

出量-、合計

1,655 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値（ニ

トロメタンと

して）1,000～
10,000t 未満 

   
7/7 

22～120 2 

H14 要調

査項目 

117-84-0 フタル酸

ジ-n-オク

チル 

可塑剤 1) 平成 21（2009）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

171、推計排出

量 2、合計 173
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

100,000～
1,000,000t 未
満 

 
検出地点

あり 
  2 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H18 黒本 
H20 黒本 

126-73-8 りん酸ト

リ-n-ブチ

ル 

溶媒、可

塑剤、消

泡剤、金

属抽出

剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

2,113、推計排

出量 0、合計

2,113 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 100
～1,000t 未満 

H18 
nd～84 
10/19 

 
H20 
29/43 

0.0080～
0.094 

H20 
41/60 

0.00073～
0.019 

H20 
貝 6/7 
魚 3/16 
鳥 1/2 

貝 0.00041
～0.0012 
魚 0.00041
～0.00070 
鳥 0.00041
～0.00063 

 2 

H14 要調

査項目 

103-11-7 アクリル

酸 2-エチ

ルヘキシ

ル 

原料（ア

クリル

繊維、塗

料、接着

剤）1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

10,000～
100,000t 未満 

 
検出地点

あり 
  1 

H14 要調

査項目 

818-61-1 アクリル

酸 2-ヒド

ロキシエ

チル 

原料（熱

硬化性

塗料、接

着剤）、

合成樹

脂の改

質剤、繊

維加工

助剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

317、推計排出

量 0、合計 317
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

10,728t 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

10,000～
100,000t 未満 

 
検出地点

あり 
  1 

H14 要調

査項目 

30560-19-
1 

アセフェ

ート 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

376,008、合計

376,008 

検出地点

あり 
   1 



  

 36 
 

区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

50512-35-
1 

イソプロ

チオラン 
農薬（殺

菌剤）2) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 11、
推計排出量

86,109、合計

86,119 

H6～H21
指針値超

過地点な

しだが、検

出地点有

の可能性

あり 

   1 

H19 黒本 

105-67-9 2,4-キシ

レノール 
中間体

（医薬、

顔料、抗

酸化剤）
1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 57、
推計排出量-、合
計 57 
平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 10
～100t 未満 

5/9 
0.0016～
0.0043 

   1 

H19 黒本 
H20 黒本 

91-22-5 キノリン 原料（ニ

コチン

酸、農

薬、界面

活性剤）
1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

129、推計排出

量-、合計 129 
平成 22 年

（2010 年）推

定製造量 900t1)

H19 
4/7 

0.0030～
0.013 

  
H20 

11/15 
0.32～12

1 

H21 黒本 

98-82-8 クメン（別

名：イソプ

ロピルベ

ンゼン） 

有機合

成原料

（フェ

ノール、

アセト

ン）、ラ

ッカー

希釈剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

221,117、推計

排出量

151,127、合計

372,245 

   
20/21 

5.1～990 1 

H19 黒本 

120-61-6 テレフタ

ル酸ジメ

チル 

原料（ポ

リエス

テル系

合成繊

維、フィ

ルム）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

2,687、推計排

出量-、合計

2,687 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

164,846t 

   
8/9 

0.030～
1.0 

1 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

156-60-5 トランス

-1,2-ジク

ロロエチ

レン 

洗浄剤

の微量

添加物 2) 

平成 21（2009）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

8,451、推計排

出量-、合計

8,451 
（2009）年度化

審法監視化学

物質届出結果-
製造・輸入量公

表値 106t 

H6～H21
指針値超

過地点な

しだが、検

出地点有

の可能性

あり 

   1 

環境基準項

目（人の健

康の保護に

係わる） 

79-00-5 1,1,2-トリ

クロロエ

タン 

洗浄剤 2) 平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

7,577、推計排

出量-、合計

7,577 

H12～H21
基準値超

過検体あ

り 

   1 

H16 要調

査項目 
41814-78-
2 

トリシク

ラゾール 
農薬（除

草剤）1) 
 検出地点

あり 
   1 

H15 要調

査項目 

95-53 o-トルイ

ジン 
染料中

間体（ア

ゾ系、硫

化系）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

2,738、推計排

出量 2,346、合

計 5,084 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

509t 

検出地点

あり 
   1 

H16 要調

査項目 

2597/3/7 フェント

レート 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

88,184、合計

88,184 

検出地点

あり 
   1 

H16 要調

査項目 

69327-76-
0 

ブプロフ

ェジン 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

68,867、合計

68,867 

検出地点

あり 
   1 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H18 要調

査項目 

38775-22-
3 

フルオレ

スセン

ト・351 

  
検出地点

あり 
   1 

H15 要調

査項目 

51218-49-
6 

プレチラ

クロール 
農薬（除

草剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

189,951、合計

189,951 

検出地点

あり 
   1 

H16 要調

査項目 

950-37-8 メチダチ

オン 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

172,614、合計

172,614 

検出地点

あり 
   1 

H14 要調

査項目 

108-89-4 4-メチル

ピリジン 
原料（医

薬、界面

活性

剤）、溶

剤 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

1,000～
10,000t 未満 

 
検出地点

あり 
  1 

H18 要調

査項目 

108-78-1 メラミン 原料（メ

ラミン

樹脂、接

着剤、医

薬）1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

10,000～
100,000t 未満 

検出地点

あり 
   1 

H16 要調

査項目 
64249-01-
0 

アニロホ

ス 
農薬（除

草剤）3) 
 検出地点

あり 
   0 

H21 黒本 
504-29-0 2-アミノ

ピリジン 
中間体

（医薬、

農薬）1) 

 7/11 
0.0025～

0.014 

11/11 
0.000021
～0.0012

  0 

H18 黒本 
H20 黒本 

84-65-1 9,10-アン

トラセン

ジオン（別

名：アント

ラキノン）

染料中

間体、パ

ルプ蒸

解剤 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

1,000～
10,000t 未満 

H18 
nd～140 

1/7 
  

H20 
5/5 

1.1～8.7 
0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

18854-01-
8 

イソキサ

チオン 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

49,592、合計

49,592 

H6～H21
指針値超

過地点あ

り 

   0 

H21 要調

査項目 

32306-29-
9 

イソキサ

チオン（カ

ルホス）オ

キソン体 

イソキ

サチオ

ン酸化

物 

 
検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 

85785-20-
2 

エスプロ

カルブ 
農薬（除

草剤）1) 
平成 21（2009）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

88,618、合計

88,618 

検出地点

あり 
   0 

H15 要調

査項目 

103-69-5 N-エチル

アニリン 
有機合

成原料、

中間体

（染料、

ゴム薬、

爆薬、医

薬）1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 10
～100t 未満 

検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 

298-04-4 エチルチ

オメトン 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 7、
推計排出量

169,689、合計

169,696 

検出地点

あり 
   0 

H18 黒本 

106-88-7 1,2-エポ

キシブタ

ン 

トリク

ロロエ

タンの

安定剤、

原料（医

薬、農

薬）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

356、推計排出

量-、合計 356 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

707t 

nd～4.7 
2/5 

  
nd～160

2/3 
0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

10380-28-
6 

オキシン

銅（有機

銅） 

農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 230
（大気、公共用

水域、土壌、埋

立）、253,207
推計排出量、合

計 253,437 

H6～H21
指針値超

過地点な

しだが、検

出地点有

の可能性

あり 

   0 

H21 要調

査項目 

248593-16
-0 

オリサス

トロビン 
農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
農薬年度：輸出

18.5t（原体）、

輸入 90.0t（原

体）3) 

検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 

125306-83
-4 

カフェン

ストロー

ル 

農薬（除

草剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

59,940、合計

59,940 

検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 
104030-54 カルプロ

パミド 
農薬（抗

菌剤）3) 
 検出地点

あり 
   0 

H18 黒本 

576-26-1 2,6-キシ

レノール 
耐熱性

樹脂原

料、抗酸

化剤、防

カビ剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

1,040、推計排

出量 139、合計

1,179 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

11,832t 

nd～3.4 
2/6 

   0 

H14 要調

査項目 

107-22-2 グリオキ

サール 
繊維処

理剤、紙

仕上げ

剤、原料

（医薬、

香料）、

消臭剤、

土壌硬

化剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 93、
推計排出量 40、
合計 133 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

1,472t 

 
検出地点

あり 
  0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H19 黒本 

90-13-1 1-クロロ

ナフタレ

ン 

洗浄剤 2) 平成 19（2007）
年度化審法監

視化学物質届

出結果公表値

なし（100t 未
満） 

   
5/8 

0.16～
0.73 

0 

H18 黒本 

110-19-0 酢酸イソ

ブチル 
香料、ニ

トロセ

ルロー

ス溶剤 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

1,000～
10,000t 未満 

   
nd～570

4/7 
0 

H18 黒本 

3864-99-1 2,4-ジ
-tert-ブチ

ル-6-(5-ク
ロロ

-2H-1,2,3-
ベンゾト

リアゾー

ル-2-イル)
フェノー

ル 

紫外線

吸収剤 1) 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値 3t nd～0.23
4/6 

0.18～41
6/6 

0.053～3.0 
10/10 

 0 

H18 黒本 

63935-38-
6 

α-シアノ

-3-フェノ

キシベン

ジル=2,2-
ジクロロ

-1-(4-エト

キシフェ

ニル)シク

ロプロパ

ンカルボ

キシラー

ト（別名：

シクロプ

ロトリン）

農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
農薬年度：製造

16.6t（2%粒

剤）、61.0t（5%
パック）3) 

nd～120 
1/5 

  
nd 
0/5 0 

H19 黒本 

28575-17-
9 

ジエチル

ビフェニ

ル 

熱媒体 1) 平成 19（2007）
年度化審法監

視化学物質届

出結果公表値

なし（100t 未
満） 

0/13 
－ 

2/11 
0.000076
～0.0071

魚鳥 1/10 
魚鳥

0.000059
～

0.000090 

 0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H19 黒本 

110-83-8 シクロヘ

キセン 
シクロ

ヘキサ

ノール、

L-リジ

ン中間

体、特殊

溶剤、シ

クロヘ

キセン

オキサ

イド等

各種有

機合成

原料 1) 

平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

874t 
6/11 

0.00029～
0.014 

1/11 
0.00057～

0.0027 
  0 

環境基準項

目（人の健

康の保護に

係わる） 

156-59-2 シス-1,2-
ジクロロ

エチレン 

フェノ

ール類

などの

反応溶

剤 1) 
1,1-ジク

ロロエ

チレン

製造の

副生成

物 2) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

3,587、推計排

出量 0、合計

3,587 

H12～H21
基準値超

過検体あ

り 

   0 

H21 要調

査項目 

165252-70
-0 

ジノテフ

ラン 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
農薬年度：製造

269.0t（原体）、

246.0t（顆粒水

溶剤）、1,763.9t
（0.5%DL 粉

剤）、1,752.0t
（1%粉剤）、

129.8t（2%粉

剤）、3,6t（1 キ

ロ剤）、84.4kL
（液剤）、11.5t
（豆つぶ剤）、

輸出 168.6t（原

体）、96.2t（製

剤）3) 

検出地点

あり 
   0 

H20 黒本 

74-31-7 N,N'-ジフ

ェニル-p-
フェニレ

ンジアミ

ン 

有機ゴ

ム薬品

（老化

防止剤）
1) 

 H16 
0/6 
－ 
 

H20 
0/48 
－ 

  

H16 
1/1 

0.002～
0.009 

0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H18 黒本 
110-52-1 1,4-ジブ

ロモブタ

ン 

医薬原

料 1) 
平成 22 年

（2010 年）：推

定製造量 30t1) 

nd～4.0 
1/5 

   0 

H19 黒本 
H20 黒本 

103-50-4 ジベンジ

ルエーテ

ル（別名：

[(ベンジル

オキシ)メ
チル]ベン

ゼン） 

染色キ

ャリヤ

ー、香料
1) 

平成 19（2007）
年度化審法監

視化学物質届

出結果公表値

なし（100t 未
満） 

 
H19 
1/8 

0.0052～
0.0083 

H19 
3/6 

0.00018～
0.021 

 

H20 
3/6 

0.14～
0.59 

0 

H19 黒本 

26898-17-
9 

ジベンジ

ルトルエ

ン 

２次可

塑剤、コ

ンデン

サー絶

縁油、感

圧紙用

インク

溶剤 1) 

平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

632t 

8/13 
0.00049～

0.0053 

9/11 
0.0011～

0.74 

魚鳥 5/10 
魚鳥

0.000058
～0.036 

 0 

H16 要調

査項目 
22936-75-
0 

ジメタメ

トリン 
農薬（除

草剤）1) 
 検出地点

あり 
   0 

H18 要調

査項目 

573-98-8 1,2-ジメ

チルナフ

タレン 

（ジメ

チルナ

フタレ

ン類と

して）中

間体（染

料、顔

料）、樹

脂原料 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値（ジ

メチルナフタ

レン類として）

1,000～
10,000t 未満 

検出地点

あり 
   0 

H18 要調

査項目 

575-43-9 1.6-ジメ

チルナフ

タレン 

（ジメ

チルナ

フタレ

ン類と

して）中

間体（染

料、顔

料）、樹

脂原料 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値（ジ

メチルナフタ

レン類として）

1,000～
10,000t 未満 

検出地点

あり 
   0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H20 黒本 

6165-51-1 1,4-ジメ

チル-2-(1-
フェニル

エチル)ベ
ンゼン 

感圧紙

染料溶

剤、工業

用コン

デンサ

ーオイ

ル、可塑

剤（エポ

キシ樹

脂、ウレ

タン樹

脂）、ト

リクロ

ロエタ

ン代替

溶剤 4) 

平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

351t 
 

3/7 
0.0021～

0.017 

13/13 
0.00004～

0.065 
  0 

H15 要調

査項目 

1014-70-6 シメトリ

ン 
農薬（除

草剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

46,779、合計

46,779 

検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 
42609-52-
9 

ダイムロ

ン 
農薬（除

草剤）1) 
 検出地点

あり 
   0 

H18 要調

査項目 

134-32-7 α-ナフチ

ルアミン 
原料（染

料、ゴム

薬）4) 

 
検出地点

あり 
   0 

H19 黒本 
6423-43-4 二硝酸プ

ロピレン 
  

   
1/8 

2.0～3.9 0 

H20 黒本 

88-74-4 o-ニトロ

アニリン 
原料（医

薬、染

料、顔

料、ゴム

薬）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量-、合
計 0 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

736t 

 
2/15 

0.00010～
0.00022 

 
0/14 
－ 0 

H19 黒本 

6731-36-8 1,1-ビス

(tert-ブチ

ルジオキ

シ)-3,3,5-
トリメチ

ルシクロ

ヘキサン 

樹脂製

造用重

合剤、硬

化剤、ポ

リマー

架橋剤 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値 100
～1,000t 未満 

0/11 
－ 

1/11 
0.00014～
0.00017 

  0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H19 黒本 

92-52-4 ビフェニ

ル 
熱媒体、

染色助

剤 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

269、推計排出

量 791、合計

1,061 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

4,544t 

   
7/8 

4.5～28 0 

H20 黒本 

110-85-0 ピペラジ

ン 
（アン

チモン、

ビスマ

ス、金

の）検出

試薬、ウ

レタン

触媒、有

機合成

原料 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

4,720、推計排

出量 2,624、合

計 7,344 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

2,286t 

4/31 
0.012～
0.040 

   0 

H17 要調

査項目 

110-86-1 ピリジン 医薬反

応溶媒、

無水金

属塩の

溶剤、界

面活性

剤原料、

有機合

成原料 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

47,587、推計排

出量 4,404、合

計 51,991 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

3,082t 

検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 

119-12-0 ピリダフ

ェンチオ

ン 

農薬（殺

虫剤、現

在は失

効）5) 

 
検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 
57369-32-
1 

ピロキロ

ン 
農薬（殺

菌剤）1) 
 検出地点

あり 
   0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H20 黒本 

91-76-9 6-フェニ

ル-1,3,5-
トリアジ

ン-2,4-ジ
アミン 

原料（塗

料、接着

剤、化粧

板樹脂）
1) 

平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

2,555t 

6/8 
0.0015～

0.012 
  

5/5 
0.022～

0.22 
0 

H21 要調

査項目 

89269-64-
7 

フェリム

ゾン 
農薬（殺

菌剤）3) 
010 年度 PRTR
集計結果（kg/
年）届出排出量

0、推計排出量

123,715、合計

123,715 

検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 

27355-22-
2 

フサライ

ド 
農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

206,503、合計

206,503 

検出地点

あり 
   0 

H18 黒本 

102-81-8 2-(ジ-n-ブ
チルアミ

ノ)エタノ

ール 

触媒（ポ

リウレ

タン合

成）、繊

維助剤、

乳化剤 2) 

平成 21（2009）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

143、推計排出

量 18、合計 161

nd～76 
1/5 

  nd 
0/5 0 

H21 黒本 

4170-30-3 2-ブテナ

ール（別

名：クロト

ンアルデ

ヒド） 

原料（ク

ロトン

酸、ソル

ビン酸

原料、医

薬、農

薬）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

522、推計排出

量-、合計 522 

20/23 
0.012～

0.25 
   0 

H15 要調

査項目 

66332-96-
5 

フラトラ

ニル 
農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 2、
推計排出量

81,836、合計

81,838 

検出地点

あり 
検出地点

あり 
  0 

H18 黒本 

98-01-1 フルフラ

ール 
溶剤、原

料（フラ

ン樹脂、

医薬

品）、潤

滑油精

製 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

1,000～
10,000t 未満 

   
nd～85 

5/7 
0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

要監視項目

（人の健康

の保護に係

わる） 

23950-58-
5 

プロピザ

ミド 
農薬（除

草剤）2) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

29,600、合計

29,600 

H6～H21
指針値超

過地点な

しだが、検

出地点有

の可能性

あり 

   0 

H15 要調

査項目 
27605-76-
1 

プロベナ

ゾール 
農薬（殺

菌剤）1) 
 検出地点

あり 
検出地点

あり 
  0 

H16 要調

査項目 
74712-19-
9 

ブロモブ

チド 
農薬（除

草剤）1) 
 検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 
66063-05-
6 

ペンシク

ロン 
農薬（殺

菌剤）1) 
 検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 

83055-99-
6 

ベンスル

フロンメ

チル 

農薬（除

草剤）1) 
 

検出地点

あり 
   0 

H19 要調

査項目 
95-16-9 ベンゾチ

アゾール 
食品添

加物 4) 
 検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 

82560-54-
1 

ベンフラ

カルブ 
農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

65,646、合計

65,646 

検出地点

あり 
   0 

H18 黒本 

109-59-1 2-(1-メチ

ルエトキ

シ)エタノ

ール 

塗料用

溶剤 1) 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

367t 

   
nd～30 

3/7 
0 

H18 黒本 

136191-64
-5 

メチル

=2-(4,6-ジ
メトキシ

-2-ピリミ

ジニルオ

キシ) 
-6-[1-(メ
トキシイ

ミノ)エチ

ル]ベンゾ

アート（別

名：ピリミ

ノバック

メチル） 

農薬（除

草剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

11,552、合計

11,552 nd～2.5 
1/13 

  nd 
0/5 0 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H16 要調

査項目 

73250-68-
7 

メフェナ

セット 
農薬（除

草剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

82,285、合計

82,285 

検出地点

あり 
   0 

H16 要調

査項目 

55814-41-
0 

メプロニ

ル 
農薬（殺

菌剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

51,114、合計

51,114 

検出地点

あり 
   0 

H14 要調

査項目 

25155-23-
1 

りん酸ト

リキシレ

ニル 

可塑剤、

難燃性

作動油

原料 1) 

平成 19（2007）
年度化学物質

の製造・輸入量

に関する実態

調査確報値

10,000～
100,000t 未満 

 
検出地点

あり 
  0 

H14 要調

査項目 

78-42-2 りん酸ト

リス（2-
エチルエ

キシル） 

可塑剤 1) 平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

2,108、推計排

出量-、合計

2,108 

検出地点

あり 
検出地点

あり 
  0 

H14 要調

査項目 

26967-76-
0 

りん酸ト

リス（イソ

プロピル

フェニル）

可塑剤、

難燃剤 4) 
 

検出地点

あり 
   0 

H21 黒本 

608-93-5 ペンタク

ロロベン

ゼン 

（過去

の用途

例とし

て）難燃

剤、農薬

製造副

生成物、

燃焼に

伴う非

意図的

生成物 8) 

 

   

温 37/37 
寒 37/37 
温 0.020～

0.21 
寒 0.0050
～0.12 

実施しない

（化審法第

一種特定物

質） 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

36355-01-
8 

ヘキサブ

ロモビフ

ェニル類 

（過去

の用途

例とし

て）難燃

剤 8) 

 

0/49 
－ 

21/64 
0.0000004

0～
0.000012

貝 1/7 
魚 12/18 
鳥 2/2 
貝

0.0000005
3～

0.0000005
3 
魚

0.0000004
3～

0.0000060 
鳥

0.0000012
～

0.0000021 

 

実施しない

（化審法第

一種特定物

質） 

H21 黒本

H21 要調

査項目 

1763-23-1 ペルフル

オロオク

タンスル

ホン酸

（PFOS）

撥水撥

油剤及

び界面

活性剤 8) 

 

49/49 
0.000026
～0.014 

64/64 
0.0000051
～0.0019

貝 5/7 
魚 17/18 
鳥 2/2 
貝

0.000018
～0.00064 

魚

0.0000090
～0.015 

鳥

0.000037
～0.00089 

 

実施しない

（化審法第

一種特定物

質） 

H21 黒本 

40088-47-
9 

テトラブ

ロモジフ

ェニルエ

ーテル類 

（過去

の用途

例とし

て）難燃

剤 8) 

 

44/49 
0.000004
～0.00016

51/64 
0.000023
～0.0014

 

温 37/37 
寒 37/37 

温 0.00011
～0.018 

寒 0.00004
～0.0071

実施しない

（化審法第

一種特定物

質） 

H21 黒本 

32534-81-
9 

ペンタブ

ロモジフ

ェニルエ

ーテル類 

（過去

の用途

例とし

て）難燃

剤 8) 

 
43/49 

0.000004
～

0.000087

57/64 
0.000008
～0.0017

 

温 33/37 
寒 29/37 

温 0.00006
～0.018 

寒 0.00007
～0.010 

実施しない

（化審法第

一種特定物

質） 

H21 黒本 

36483-60-
0 

ヘキサブ

ロモジフ

ェニルエ

ーテル類 

（過去

の用途

例とし

て）難燃

剤 8) 

 
26/49 

0.0000007
～

0.000018

53/64 
0.000002
～0.0026

 

温 19/37 
寒 24/37 

温 0.00011
～0.0020
寒 0.00010
～0.027 

実施しない

（化審法第

一種特定物

質） 



  

 50 
 

区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

68928-80-
3 

ヘプタブ

ロモジフ

ェニルエ

ーテル類 

（過去

の用途

例とし

て）難燃

剤 8) 

 
9/49 

0.000003
～

0.000040

51/64 
0.000004
～0.016 

 

温 17/37 
寒 25/37 
温 0.0001
～0.0017
寒 0.0001
～0.020 

実施しない

（化審法第

一種特定物

質） 

H21 黒本 

95-80-7 2,4-ジア

ミノトル

エン（別

名：2,4-ト
ルエンジ

アミン） 

ポリウ

レタン

樹脂原

料、染料

中間物 1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 91、
推計排出量

9,704、合計

9,795 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

31,759t 

H11 
0/36 
－ 
 

H17 
0/4 
－ 
 

H21 
0/24 
－ 

H11 
1/35 
0.029 

 
H17 
2/6 

0.00078～
0.0017 

  
実施しない

（信頼性評

価実施済）

H21 要調

査項目 

94-75-7 2,4-D
（2,4-ジ
クロロフ

ェノキシ

酢酸） 

農薬（除

草剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

114,677、合計

114,677 

検出地点

あり 
   

実施しない

（信頼性評

価済） 

H21 黒本 

1163-19-5 デカブロ

モジフェ

ニルエー

テル

（PBDE#
209） 

難燃剤

（ポリ

スチレ

ン、ＡＢ

Ｓ樹脂、

ポリエ

ステル

用）1) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

1,546、推計排

出量 199、合計

1,745 

26/49 
0.00021～

0.0034 

64/64 
0.00003～

0.88 
 

温 28/37 
寒 29/37 
温 0.005～

0.031 
寒 0.005～

0.045 

実施しない

（信頼性評

価済） 

H21 黒本 

634-66-2 1,2,3,4-テ
トラクロ

ロベンゼ

ン 

1,2,4,5-
テトラ

クロロ

ベンゼ

ン合成

の際の

副生成

物 7) 

 

   

温 37/37 
寒 37/37 
温 0.021～

0.48 
寒 0.026～

0.38 

実施しない

（テトラク

ロロベンゼ

ンとして信

頼性評価実

施済） 

H21 黒本 

634-90-2 1,2,3,5-テ
トラクロ

ロベンゼ

ン 

1,2,4,5-
テトラ

クロロ

ベンゼ

ン合成

の際の

副生成

物 7) 

 

   

温 37/37 
寒 37/37 
温 0.0041
～0.11 

寒 0.0093
～0.12 

同上 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 黒本 

95-94-3 1,2,4,5-テ
トラクロ

ロベンゼ

ン 

（過去

の用途

例とし

て）農薬

等中間

体。特に

2,4,5-ト
リクロ

ロフェ

ノール

の合成

原料 7) 

 

   

温 37/37 
寒 37/37 
温 0.021～

0.15 
寒 0.0046
～0.12 

同上 

H21 黒本 
H21 要調

査項目 

335-67-1 ペルフル

オロオク

タン酸

（PFOA）

撥水撥

油剤及

び界面

活性剤 8) 

 

49/49 
0.00025～

0.031 

64/64 
0.0000033
～0.00050

貝 7/7 
魚 17/18 
鳥 2/2 
貝

0.000010
～

0.000094 
魚

0.000010
～0.00049 

鳥

0.000016
～

0.000058 

 
実施しない

（信頼性評

価済） 

H21 要調

査項目 

25155-30-
0 等 

LAS 界面活

性剤 2) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

19,415、推計排

出量

15,048,229、合

計 15,067,644 

検出地点

あり 
   

実施しない

（信頼性評

価済） 

H21 要調

査項目 

104-40-5 ノニルフ

ェノール 
合成原

料（界面

活性

剤）、安

定剤（エ

チルセ

ルロー

ス）、合

成中間

体、加硫

促進剤、

その他

（ゴム

助剤）2) 

平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量

568、推計排出

量 3,199、合計

3,766 
平成 21（2009）
年度化審法監

視化学物質届

出結果-製造・輸

入量公表値

7,658t 

検出地点

あり 
   

実施しない

（試験実施

済） 
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区分 CAS 番号 
調査対象

物質 
用途 

PRTR 
集計排出量等

水質 
(μg/L) 

底質 
(μg/g-dry)

生物 
(μg/g-wet) 

大気 
(ng/m3) 

PubMed 
及び 

TOXLINE
及び 

JDreamII
関連文献数

H21 要調

査項目 

121-75-5 マラチオ

ン（別名：

マラソン）

農薬（殺

虫剤）1) 
平成 22（2010）
年度 PRTR 集

計結果（kg/年）

届出排出量 0、
推計排出量

130,678、合計

130,678 

検出地点

あり 
   

実施しない

（試験実施

済） 

H21 要調

査項目 

特定できな

い 
銅   

検出地点

あり 
   

実施しない

（対象物質

が特定でき

ない） 

H21 要調

査項目 

7790-93-4 塩素酸 次亜塩

素酸ナ

トリウ

ム等の

消毒薬

分解生

成物 4) 

 

検出地点

あり 
   

実施しない

（分解物）
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